
 

武蔵野市オープンデータ基本方針  

 

１  オー プンデ ー タ推進の 目的  

こ の 方 針 は 、 国 が 策 定 し た 「 電 子 行 政 オ ー プ ン デ ー タ 戦 略 」「 世 界 最

先端 IT 国家創造 宣 言」等を 踏まえ 、 武蔵野市 が保有 す る情報を オープ

ンデータ として 公 開するこ とによ り、次の各号 に掲げ る 目的を達 成する

ため、市が オープ ン データを 進める 際 の基本的 な考え 方 及び取り 組みの

方向性を 示すも の である。  

（１）行 政の透 明 性・信頼 性の向 上  

（２）公 共デー タ の共有及 び協働 に よる地域 課題の 解 決  

（３）情 報公開 の 総合的な 推進  

 

２  オー プンデ ー タの 定義  

本市にお けるオ ー プンデー タは、市 が保有す るデー タ を、誰もが 利活

用できる よう、コ ン ピュータ での機 械 判読と二 次利 用 が 可能な利 用ルー

ルに基づ き、特 定 のアプリ ケーシ ョ ンに依存 しない 形 式 （ CSV 等、別表

第３段階 ）によ り 公開する データ と する。  

ただし、エ クセル ファイルや PDF 形 式等、機械 判読が 難しいデ ータ形

式であっ ても、 公 開可能で ある場 合 は 対象と する。  

 

３  基本 原則  

オープン データ の 推進にお ける基 本 原則は以 下のと お りとする 。  

（１）市 が保有 す るデータ を積極 的 に公開す る。  

（２）オ ープン デ ータ化が 可能な 情 報から順 次公開 に 努める。  

（３）可 能な限 り 機械判読 可能な 形 式で、二 次利用 が 容易な形 式で公開

する。  

（４）個 人情報 が 含まれる データ は 対象外と する。  

（ ５ ） オ ー プ ン デ ー タ 化 す る 情 報 は 、 営 利 ま た は 非 営 利 目 的 を 問 わ ず 、

すべての 人が利 用 可能とす る。  

（６）オー プンデ ー タの取り 組みに か かる費用 対効果 や 業務負荷 につ い

て十分考 慮し、 効 率的に取 り組み を 進める。  

 

４  推進 体制  

オープン データ は 武蔵野市 ICT 戦略 会議のも と、全庁 的 な体制に より

推進する 。  

 



 

５  方針 の改訂  

この方針 は今後 の 国等にお ける検 討 及び技術 の進展、市 ホームペ ージ

システム の更改 な どを踏ま え、適 宜 見直しを 行う。  

 

６  二次 利用の ル ール  

オープン データ と して公開 する情 報 は、二次利 用を制 限 する具体 的か

つ合理的 な根拠 が あるもの を除き 、 二次利用 を認め る 。  

情報の二 次利用 に ついては、原則と し て「クリエ イティ ブ・コモンズ・

ラ イ セ ン ス ※ １ 」 を 使 用 し 、 そ の 中 で も 二 次 利 用 及 び 商 業 利 用 を 認 め る

「 CC-BY※ ２ 」によ る公開に 努める 。  

本市が保 有する 情 報のうち、市以外 の 第三者か ら取得 し た情報を オー

プンデー タ化す る 際には、そ の可否 並 びに範囲 及び利 用 条件など の特定

は、当該情 報を提 供した者 の判断 に よるもの とする。また、当該 データ

の二次利 用を認 め ることが できる よ う、当該第 三者と の 間で可能 な限り

合意を得 るよう 事 前に調整 を行う も のとする 。  

 

７  注意 事項及 び 免責事項  

オープン データ と して公開 する情 報 について は、可能 な 限り注意 を払

って作成 を行う が 、その内 容の正 確 性・有用 性等を 完 全に保証 するもの

ではない 。また、公 開情報を 二次利 用 した者が 作成し た 情報によ り 第三

者が損害 を被っ た 場合、本 市は責 任 を負わな い。  

 

※ １  著 作 物 の 二 次 利 用 に つ い て の 条 件 等 に 関 す る 意 思 表 示 を 手 軽 に 行 え る よ う に す る た め

に 、 国 際 的 に 利 用 さ れ て い る パ ブ リ ッ ク ・ ラ イ セ ン ス の 一 つ 。 作 品 を 公 開 す る 作 者 が 「 こ の 条

件 を 守 れ ば 私 の 作 品 を 自 由 に 使 っ て も 構 い ま せ ん 」 と い う 意 思 表 示 を す る こ と が で き る 。  

 

※ ２  ク リ エ イ テ ィ ブ・コ モ ン・ラ イ セ ン ス の う ち 、最 も 制 限 を 課 さ な い レ ベ ル の ラ イ セ ン ス 。

こ の ラ イ セ ン ス が 表 示 さ れ て い る デ ー タ は 、作 者 の 氏 名 や タ イ ト ル な ど を 表 示 す る こ と を 条 件

と し 、 改 変 や 営 利 目 的 で の 二 次 利 用 を 行 う こ と が で き る 。  

  



 

（別表） オープ ン データに おける 標 準的なデ ータ公 開 形式 の分 類  

 公開の状 態  形式例  備考  

第

１

段

階  

従来のデ ータ公 開  PDF 

JPG 

人 が 理 解 す る た め の 公 開 文 書

（ 編 集 不 可 ） で あ る た め 二 次

利用が難 しい形 式 。  

第

２

段

階  

第１段階 に加え 、コ

ン ピ ュ ー タ で 処 理

可 能 な デ ー タ で 公

開  

XLSX 

DOCX 

デ ー タ を 作 成 す る 際 に 多 く 選

択される 形式。編集 可能だが 、

集 計 処 理 を す る 場 合 に 各 フ ァ

イ ル の フ ォ ー マ ッ ト を 合 わ せ

る必要が ある。  

第

３

段

階  

第２段階 に加え 、オ

ー プ ン に 利 用 で き

る フ ォ ー マ ッ ト で

データ公 開  

CSV 

XML 

シ ェ ー プ フ ァ

イル  

（ shp、 shx、

dbf）  

特 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 依

存 せ ず 、 コ ン ピ ュ ー タ で の デ

ータ処理 に向い て いる形式 。  

第

４

段

階  

Web 標準（ RDF 等）

の フ ォ ー マ ッ ト で

データ公 開  

RDF 

XML 

Web 標 準 形 式 で 機 械 判 読 可 能

である。  

第

５

段

階  

第 ４ 段 階 が 外 部 連

携 可 能 な 状 態 で デ

ータを公 開  

LoD 

RDF 

データに リンク を 付けて、Web

上 の デ ー タ ベ ー ス と 結 び つ い

た 形 式 。 関 連 し た デ ー タ 同 士

が リ ン ク す る の で 、 機 械 処 理

が容易。  

武 蔵 野 市 オ ー プ ン デ ー タ で は 第 ３ 段 階 で の 公 開 を 目 指 し て 取 り 組 む こ と

とするが 、他の 形 式での公 開を妨 げ るもので はない 。  

 

 


